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蓋経　緯】

｝｛圭8．　9．19 原子力安全委員会が耐震設辮審査指針を改訂

磁8、9．20　国（原子力安全・保安院）から電力各縫に対し、新羅震詣針に照

　　　　　　らした耐震安全性の評鰯を実施するよう指示

繊9．7．16　新潟県申越沖地震発生

擁19．7．20　　匡1が電力各社に対し、中越沖地震を踏まえた対応を指示

砿0．3．28　中国電力が1、2号機の耐震安全性詳細の中闘報告を提鐵

｝i20．i2．26 醗が中国電力の耐震安金性詳細中間報告の評価を取りまとめ．一

（島根原子力発電所に係る地質・地質構造、基準地震動及び施設の耐震

安全性については妥当と評価）

期1．1．8　　麟は評価結果を療子力安全委員会に報皆。

疑21．7．27　原子力安全委員会WG3が揚地調査を実施

殺21．9．7　WG3が宍道断綴の遽煎調査を提案。

　　　　　　同時に中国電力から調査計画（森山地点、魑谷地点）を説朝してWG

　　　　　　3は了承
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｝｛22．　3．15

｝｛22、　3．16

｝｛22、　3．18

中国電力は、追加調査結果をWG3へ報告
・東端付近森山地点：後期豊新世以…降の断層活動は認められなかった。

・薄端付透廻谷地点：噺鷹の滅動性は低いと考えられる。

WG3は、追加調査砂結果、宍道断層の長さ22k磁を妥当とした原
子力安全保安院の評価は妥当と判断．

一WG3で耐震安全性に麗して原子力安全・保安院の判断に基本的には

問題はないとする「検討のまとめ」がとりまとめられた。

原子力安全委員会耐震安全性評緬特野∫委員会にお㌔、て興、解としてとり

まとめられた。

原子力安全委員会において耐震安全性評価特罰委員会のf見解茎を了
承。


